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加 が マ ド レ ー ヌ の 調 理 性 に お よぼ す 影 響

○ 阿 部芳 子　 酒井 裕 子

ｒ目 的 ］一 般 に 板 海苔 形 態 で 食 さ れ 、 調 理 ・ 加 工 面 で 利 用 さ れ るこ と の 多 い ア マ ノ リ は 、

カル シ ウ ム ． マ グ ネ シ ウ ム 等 の 微 量 栄 養 素 に 富 み 、 給 源 食 品 と し て の 価 値 も 高 い ． また 特

有な 色や 香 り は 、 調 理・ 加 工 に 有 用 な 要 素 と も 思 わ れ 、 今 回は 粉 末 の ア マ ノ リ を ス ポ ン ジ

'r - キ（ マド レ ー ヌ ） の 生 地 に 添 加 し 、 焙 焼 ケ ー キ の 調 理 性 につ い て 検 討 す るこ と にし た、

［ 方 法 ］ ア マ ノリ の 粉 末 はY  社 調 製 の 粒 度2    0   0 メ ッ シ ュ の も の を 使 用 し た 、試 料 のマ ド

レ ー ヌ ＼tゼ ノ ワ ー ズ 法 で 調 製 し 、 材 料 配 合 は 薄 力 粉8   0   g 、　上 白 糖8    0   g 、 鶏 卵1    0   0   g

無 塩 バ タ ー6    0   g で 膨 化 剤 と し て ベ ー キ ン グ パ ウ ダ ー を 薄 力 粉 の3   % 添 加 し た ． ア マ ノ リ

粉 末 は 薄 力 粉 の内 割 り で3   ,    5 、7.9 ％ 量 添 加しit  . 合 計 ４ 種 類 の ケ ーキ を 調 製し､試 料

と し た. 焙 焼 後,  ① 外 観 ・ 形 状 の 観 察　 ② 膨 化 率の 算 出　 ③ 焼 き 色 の 測 定　R  官 能 検 査

( 順 位 法お よ び ２ 点 嗜 好 法 ）　 ⑤破 断 強 度 試 験（ み か け の 弾 性 率 の 算 出 ） の 測定 を 行 っ た、

［ 結 果 ］ ア マ ノ リ 粉 末 の 添 加 率 を 増 大 さ せ て い く と 、 マド レ ー ヌ の 高 さ は 低 下 し 、 膨 化 率

も 減少 し て 行 く こ と が 知 れ た ． 表 面 の 焼 き 色 は 明 度 が 次 第 に 低 下 し,     9  ％ で 暗 緑 色 と な り

一 部に 浸 潤 が 見ら れ た ． ス ボ ン ジ の き め に は 、 試 料 間 に 顕 著な 差 は 見 ら れ な かっ た ． 官 能

検査 の 順 位 法 で は3   % の も の が 好 ま れ た が.     2 点l嗜 好 法 で は 、3  ％ と5   % と の 間 に 有 意 な

差は 見 ら れ ず 、５ ％ と7   % と の 間 で 、5   % の も の が 有 意 に 好 ま れ る こ と が 分 かっ た ． 破 断

強 度 試 験 か ら-   み か け の騨 性 率 は 添 加 率 の 上 昇 に 伴 い 増 加 す る 傾 向 が 見 ら れ 、 添 加 に よ り

スポ ン ジ が し っ と り す る 口 ざ わり と は 一 致 を 見な か っ た ． 総 合 し て 、ア マ ノ リ 粉 末 の 添 加

畢(i 薄 力 粉 の5   % t. で が 良 好 な 範 囲 で あ る と 思 わ れ た ．


